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ⅠⅠⅠⅠ 奈良県奈良県奈良県奈良県のののの特徴特徴特徴特徴



〔Ⅰ奈良県の特徴 〕

２

①①①①広広広広がるがるがるがる交通交通交通交通ネットワークネットワークネットワークネットワーク

所要時間所要時間所要時間所要時間

○○○○大阪中心部大阪中心部大阪中心部大阪中心部までまでまでまで約約約約４０４０４０４０分分分分

※主要駅までの所要時間 ＪＲ大阪駅 約４４分

近鉄難波駅 約３５分

ＪＲ天王寺駅 約３０分

○○○○神戸三宮神戸三宮神戸三宮神戸三宮までまでまでまで約約約約１１１１時間時間時間時間２０２０２０２０分分分分 阪神三宮－近鉄奈良（直結）

○○○○東京東京東京東京までまでまでまで約約約約３３３３時間時間時間時間 東京－京都（新幹線）－近鉄奈良

○○○○福岡福岡福岡福岡までまでまでまで約約約約３３３３時間時間時間時間１０１０１０１０分分分分 福岡－新大阪（新幹線）－JR奈良

○○○○関西国際空港関西国際空港関西国際空港関西国際空港までまでまでまで約約約約１１１１時間時間時間時間２０２０２０２０分分分分 関空－南海難波－近鉄奈良

将来・・・

○リニア中央新幹線整備計画→奈良市付近に中間駅設置

鉄道鉄道鉄道鉄道

昭和工業団地などへのアクセス強化

○○○○京奈和自動車道橿原高田京奈和自動車道橿原高田京奈和自動車道橿原高田京奈和自動車道橿原高田IC・・・・御所御所御所御所ICのののの開通開通開通開通
(平成24年3月25日)

道路道路道路道路

京奈和自動車道の開通により、西名阪国道、南阪奈道路等との

高速道路ネットワークがますます充実

○○○○西名阪自動車道大和西名阪自動車道大和西名阪自動車道大和西名阪自動車道大和まほろばまほろばまほろばまほろばスマートスマートスマートスマートIC
（（（（名古屋側出入口名古屋側出入口名古屋側出入口名古屋側出入口））））のののの開通開通開通開通（平成24年7月4日）

（大阪側出入口25年度末設置予定）

大和まほろばｽﾏｰﾄIC橿原高田IC～御所IC



〔Ⅰ奈良県の特徴 〕

３

奈良県奈良県奈良県奈良県のののの経済規模経済規模経済規模経済規模はははは、、、、名目名目名目名目３３３３.４４４４兆円兆円兆円兆円

↓↓↓↓

大阪府下大阪府下大阪府下大阪府下でででで働働働働くくくく奈良県在住者奈良県在住者奈良県在住者奈良県在住者のののの生産額生産額生産額生産額をををを加加加加えたえたえたえた

実質的実質的実質的実質的なななな経済規模経済規模経済規模経済規模はははは 約約約約５５５５兆円兆円兆円兆円

②②②②近接近接近接近接するするするする巨大市場巨大市場巨大市場巨大市場とととと県民県民県民県民のののの高高高高いいいい購買力購買力購買力購買力

県民県民県民県民のののの経済活動経済活動経済活動経済活動についてについてについてについて

○○○○県民県民県民県民のののの高高高高いいいい購買力購買力購買力購買力

・1世帯あたり貯蓄現在高 （18,991千円） 全国第 2位

・１世帯（2人以上の世帯）あたり１ヶ月平均家計支出額 （302千円） 全国第 9位

○○○○全国平均全国平均全国平均全国平均をををを上回上回上回上回るるるる進学率進学率進学率進学率・・・・持家率持家率持家率持家率

・大学・短大への進学率は全国平均を上回る水準(58.1％) 全国第 8位

・住宅の持家率は７割以上で、全国平均を上回る水準 全国第10位

項目 指標 全国順位人口(H22) １４０万人 ２９位
1人当たり県民所得(H21) 241万円 ３０位県内総生産(H21) ３.４兆円 ３９位
●奈良県に住み大阪府下で働いている方は、約１４万人

県外就業率 29.9％ （Ｈ22国調）←全国一高い

個人県民税個人県民税個人県民税個人県民税ののののウエイトウエイトウエイトウエイトがががが高高高高くくくく

法人関係税法人関係税法人関係税法人関係税ののののウエイトウエイトウエイトウエイトがががが低低低低いいいい

［県民経済計算（H21）ベース試算］（兆円）

1111 ....3333兆円兆円兆円兆円

3333 ....4444兆円兆円兆円兆円
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奈良県の県内総生産 大阪府の総生産額のうち奈良県在住従業者分



○○○○奈良公園基本戦略（H24.2）

③③③③豊豊豊豊かなかなかなかな観光資源観光資源観光資源観光資源とととと魅力魅力魅力魅力のののの向上向上向上向上

〔Ⅰ奈良県の特徴 〕

★周遊型観光地周遊型観光地周遊型観光地周遊型観光地のののの実現実現実現実現にににに向向向向けてけてけてけて ★ 特区申請の目的と姿勢および基本方針◆特区申請の目的奈良公園を「世界に誇れる公園」にするため、奈良公園の自然、歴史・文化、公園資源の｢維持｣、｢利活用｣を進め、社寺や宿泊事業者など民間と連携し、更なる地域の活性化を図る。◆特区申請にあたっての県の姿勢県は特区申請に併せて、基本戦略の推進、基金の創設や観光拠点と宿泊施設を結ぶバスの運行など地域独自の取組みを行い、更なる地域の活性化を図るため、県が責任をもって推進する。◆政策課題に対する解決策①奈良公園基本戦略の推進②歴史・文化資源の維持・利活用③滞在型観光の推進
★ 奈良公園における取り組みのスキーム

実施主体
施設 基本戦略 特区

民間など県公共施設民間施設など県の取り組み→「奈良公園基本戦略」地域（県＋民間）の取り組み→「奈良公園観光地域活性化特区」◆基本戦略と特区の考え方

★ 奈良公園でのこれまでの取り組み奈良公園基本戦略の策定（平成24年2月）◆策定の目的一人でも多くの方に奈良公園へ訪れてもらうため、奈良公園の抱える課題を解決し、奈良公園を名実ともに「世界に誇れる公園」にしていくことを目指すものとして、基本的な考え方や今後の方向性を整理し、重点的な取組をとりまとめる。
◆具体な取組み（抜粋）◆基本方針県がトータルマネジメントを行い、奈良公園の価値を積極的に維持し、更なる魅力の向上や魅力の創出に努める。 ３つの柱基本方針基本方針基本方針基本方針のののの実現実現実現実現にににに向向向向けたけたけたけた ① 価値を守る維 持 ② 魅力を活かす利活用 ③ 県が主体的に取り組む取組体制３つの柱基本方針基本方針基本方針基本方針のののの実現実現実現実現にににに向向向向けたけたけたけた ① 価値を守る維 持 ② 魅力を活かす利活用 ③ 県が主体的に取り組む取組体制【維持】○ 春日山原始林の再生○ 奈良のシカの適切な保護・育成○ 奈良公園の植栽計画の策定○ 奈良公園への行祭事の支援○ 吉城園主棟の改修○ 植生植栽の適切な維持管理 など

【利活用】○ 歩道の整備○ 周遊バスの導入○ 登大路駐車場のターミナル化○ 案内サインの整備○ 水辺空間の有効活用○ 高畑町周辺地区の整備 など

４

★ 総合特別区域の区域

４

近鉄奈良駅 東大寺興福寺 春日大社奈良国立博物館 若草山頂正倉院奈良県庁
奈良公園観光地域活性化特区区域ＪＲ奈良駅

〈区域設定の考え方〉都市公園奈良公園や周辺社寺、観光拠点への来訪者を考慮し、奈良公園周辺に着地する地点から目的地および奈良公園周辺を周遊する経路を含むエリア（＝奈良公園基本戦略対象エリア）

○○○○奈良公園観光地域活性化特区申請（H24.9）



★★★★オフシーズンオフシーズンオフシーズンオフシーズンをををを解消解消解消解消したしたしたした通年型観光地通年型観光地通年型観光地通年型観光地のののの実現実現実現実現にににに向向向向けてけてけてけて

○○○○スポーツスポーツスポーツスポーツ、、、、音楽音楽音楽音楽などのなどのなどのなどのイベントイベントイベントイベントのののの展開展開展開展開

主なイベント

・「奈良マラソン」の実施

初冬の大和路を駆け抜ける「奈良マラソン」は今年で３回目を迎え、12月8日・9日に開催予定
マラソン種目は、募集開始初日に、その他の種目も4日間で定員到達し、応募いただいたランナーの

みなさまの期待の大きさをあらわすもの

・「ムジークフェストなら2012」
6月14日～24日まで11日間にわたり、世界遺産の社寺をはじめとする奈良らしい会場でドイツ音楽

などのクラッシックを中心に、100以上のコンサートを開催し、予想をはるかに上回る38,000人が来場
来年は、期間を6月14日～30日の17日間に拡大し、音楽を通して多くの人に奈良の魅力を感じて

もらえることをめざしています

★★★★奥深奥深奥深奥深いいいい奈良奈良奈良奈良のののの魅力発信魅力発信魅力発信魅力発信

○○○○記紀記紀記紀記紀・・・・万葉万葉万葉万葉プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの推進推進推進推進

Ｈ２４の主な事業

・「記紀・万葉」リレートーク

・古事記ガイド列車

・古事記サイクルトレイン

〔Ⅰ奈良県の特徴 〕

５



〔Ⅰ奈良県の特徴 〕

トピックス

◆◆◆◆世界観光機関世界観光機関世界観光機関世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）（ＵＮＷＴＯ）（ＵＮＷＴＯ）（ＵＮＷＴＯ）アジアアジアアジアアジア太平洋太平洋太平洋太平洋センターセンターセンターセンターのののの誘致誘致誘致誘致についてについてについてについて

奈良県では、『世界観光機関（ＵＮＷＴＯ) 』の唯一の地域事務所である『世界観光機関(ＵＮＷＴＯ)ア

ジア太平洋センター』の誘致に向け準備を進めています。

今秋を目途に、現在大阪市にある同センター事務所を奈良市内に移転することにより、世界的な奈良

の知名度の向上と更なる国際観光の展開を目指します。

６



７

ⅡⅡⅡⅡ 行財政改革行財政改革行財政改革行財政改革のののの取組取組取組取組



これまでのこれまでのこれまでのこれまでの行財政改革行財政改革行財政改革行財政改革のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

８

①①①① 行財政改革行財政改革行財政改革行財政改革のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

〔Ⅱ行財政改革の取組〕

○公社・事業団の見直し

・平成23年度は、なら・シルクロード博国際交流財団、(財)奈良県万葉文化振興財団、(財)健やか奈良支援財団を解散

・地方税滞納整理本部の設置

・自動車税コールセンターの設置

・コンビニエンスストアでの取扱税目の拡大、インターネットによる自動車税のクレジット払いの導入

・県庁舎等における自動販売機の設置について、一般競争入札導入

・有料広告等の導入

○県税徴収の強化・税外収入の確保

・平成23年度における職員の定数は、4,147人で平成10年に比べ934人減少
・独自の給与カットの実施（平成15年～）

○人件費の抑制

○県有資産の有効活用

・平成23年度は旧奈良県代官山iスタジオ等４物件を一般競争入札により売却

奈良県新行政経営奈良県新行政経営奈良県新行政経営奈良県新行政経営プログラムプログラムプログラムプログラム(H23～Ｈ～Ｈ～Ｈ～Ｈ25)

基本方針基本方針基本方針基本方針

中間自治体としての県の役割、行政と民間との間での県の役割を

認識し、ＰＤＣＡサイクルの着実な実行をベースとして、量の改

革に加え、仕事の質を良くすることにより組織力を高め、県の活

動が原動力となって、地域の各主体に良い影響をもたらすことを

目指す。

３３３３本柱本柱本柱本柱

・対話による県民との目標・戦略の共有

・経営資源の効率的・効果的活用

・地域の活動主体との連携・協働



９

②②②②行財政運営行財政運営行財政運営行財政運営プランプランプランプラン２０１２２０１２２０１２２０１２

〔Ⅱ行財政改革の取組〕

平成平成平成平成２４２４２４２４年度年度年度年度のののの行財政運営行財政運営行財政運営行財政運営のののの基本方針基本方針基本方針基本方針

持続可能な財政運営を維持しつつ、直面する県政諸課題に積極果敢に取り組みます。

昨年９月に発生した紀伊半島大水害からの復旧・復興を最優先課題にするとともに、

これまで育ててきた発展の芽を更に大きな成果へと結実させ、より良き奈良の未来づく

りを進めます。

地域地域地域地域のののの自立自立自立自立をををを図図図図りりりり、、、、くらしやすいくらしやすいくらしやすいくらしやすい奈良奈良奈良奈良をををを創創創創るるるる県政が目指す姿

効率的効率的効率的効率的・・・・効果的効果的効果的効果的なななな基盤整備基盤整備基盤整備基盤整備、、、、協働協働協働協働のののの推進及推進及推進及推進及びびびび市町村市町村市町村市町村のののの支援支援支援支援、、、、組織力組織力組織力組織力のののの向上向上向上向上とととと財政財政財政財政のののの健全化健全化健全化健全化

経済活性化経済活性化経済活性化経済活性化

地域産業の支援・創出

観光の振興

県内消費の拡大

雇用対策の推進

農林業の振興

くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上

健康づくりの推進 医療の充実

福祉の充実 こども・女性支援の充実

学びの支援 文化の振興

安全・安心の確保 景観・環境の保全

くらしやすいまちづくり

紀伊半島大水害紀伊半島大水害紀伊半島大水害紀伊半島大水害からのからのからのからの復旧復旧復旧復旧・・・・復興復興復興復興

被災地域の迅速な立ち直り・回復 地域の再生・再興 安全・安心への備え



10

ⅢⅢⅢⅢ 平成平成平成平成２４２４２４２４年度一般会計予算年度一般会計予算年度一般会計予算年度一般会計予算
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①①①①平成平成平成平成24年度当初予算年度当初予算年度当初予算年度当初予算のののの概要概要概要概要

〔Ⅲ平成24年度一般会計予算〕

持続可能持続可能持続可能持続可能なななな財政運営財政運営財政運営財政運営とととと必要必要必要必要なななな施策実現施策実現施策実現施策実現のののの両立両立両立両立

依然として予断を許さない財政状況のなか、ＰＤＣＡサイクルを行財政運営の基本とし、持続可能な財政

運営を維持しつつ、紀伊半島大水害からの復旧・復興をはじめ、直面する県政諸課題に積極果敢に取り組む

１．「奈良県紀伊半島大水害復旧・復興計画」の実行に必要な経費は確実に予算化。

２．引き続き「経済活性化」と「くらしの向上」を柱とした以下の政策課題に積極的に対応。

３．この結果、平成２４年度一般会計当初予算額は４，７０７億円。

（対２３年度６月補正後 予算比 △１０５億円、△２．２％）

４．事業の推進にあたっては、国庫支出金の確保、財源措置の有利な県債の活用を図った。

県債残高に占める交付税措置額の割合 Ｈ２３ ５７．７％ → Ｈ２４ ５８．７％

予算案予算案予算案予算案ののののポイントポイントポイントポイント

紀伊半島大水害紀伊半島大水害紀伊半島大水害紀伊半島大水害からのからのからのからの復旧復旧復旧復旧・・・・復興復興復興復興

▶被災地域の迅速な立ち直り・回復 ▶地域の再生・再興 ▶安全・安心への備え

経済活性化経済活性化経済活性化経済活性化

▶地域産業の支援・創出 ▶観光の振興 ▶県内消費の拡大 ▶雇用対策の推進 ▶農林業の振興

くらしのくらしのくらしのくらしの向上向上向上向上

▶健康づくりの推進 ▶医療の充実 ▶福祉の充実 ▶こども・女性支援の充実 ▶学びの支援

▶文化の振興 ▶安全・安心の確保 ▶景観・環境の保全 ▶くらしやすいまちづくり



◆基本方針

百年の計に立ち、「災害に強く、希望の持てる」地域を目指す。

◆計画期間：平成２３年度～３２年度までの１０年間

集中復旧・復興期間

平成23年度～26年度

中・長期

平成27年度～32年度

◆復旧・復興に向けた取組方針○地域住民が被災前の日常生活を一日も早く取り戻すことを目指します。・道路等の応急復旧、土砂ダム対策・避難者、被災者支援・生業・産業支援
① 被災地域の迅速な立ち直り・回復 ○過疎化や高齢化が進行する被災地域が、将来にわたり希望を持ち、安全に安心して住み続けることのできる地域とすることを目指します。・災害に強いインフラづくり・新しい集落づくり・産業・雇用の創造（林業、観光等）・くらしづくり（教育、医療、福祉等）

② 地域の再生・再興

○紀伊半島大水害の経験を踏まえ、今後の災害に備え、安全・安心のための新たなシステムづくりを目指します。・監視・警戒・避難のシステムづくり・深層崩壊のメカニズム解明と対策研究・記録の整備、次世代への継承
③ 安全・安心への備え 【復旧・復興の７つのポイント】・長期避難者の早期解消・新しい集落づくり・紀伊半島アンカールートの整備・安全・安心への備え・地域経済を支える産業に対する支援・ふるさと復興協力隊・森林資源を活用した地域づくり

奈良県紀伊半島大水害復旧・復興計画の概要

②紀伊半島大水害からの復旧・復興

〔Ⅲ平成24年度一般会計予算 〕

◆関係予算 平成23年度33,400百万円 平成24年度25,551百万円

12
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▲ 279▲ 279
▲ 189

▲ 103
00

▲ 73
▲ 229▲ 143▲ 113▲ 50▲ 43

▲ 300▲ 250▲ 200▲ 150▲ 100▲ 500
50100

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

収支（億円）

特例債の発行 さらなる健全化で財源不足額を圧縮

③③③③将来見通将来見通将来見通将来見通しししし

〔Ⅲ平成24年度一般会計予算〕

○徹底徹底徹底徹底したしたしたした財政健全化財政健全化財政健全化財政健全化のののの結果結果結果結果、Ｈ、Ｈ、Ｈ、Ｈ２１２１２１２１～～～～２３２３２３２３はははは財調財調財調財調・・・・減債基金減債基金減債基金減債基金のののの取取取取りりりり崩崩崩崩ししししゼロゼロゼロゼロ

○引引引引きききき続続続続きききき持続可能持続可能持続可能持続可能なななな財政運営財政運営財政運営財政運営のためのためのためのため、、、、財政健全化財政健全化財政健全化財政健全化のののの取組取組取組取組をををを強化強化強化強化・・・・徹底徹底徹底徹底

健全化措置を講じない場合財源不足額は拡大
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ⅣⅣⅣⅣ 奈良県奈良県奈良県奈良県のののの財政状況財政状況財政状況財政状況
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①①①①決算額決算額決算額決算額のののの概況概況概況概況

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

普通会計決算額
H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H23-22歳入決算額 （億円） 4,550 4,592 5,007 4,810 4,977 167県税 1,472 1,391 1,242 1,191 1,169 ▲ 22地方交付税 1,413 1,411 1,315 1,438 1,501 63臨時財政対策債 187 228 461 582 435 ▲ 147行政改革推進債 0 0 0 0 0 0県債（臨財債、行革債除く） 436 344 370 275 268 ▲ 7歳出決算額 （億円） 4,435 4,503 4,936 4,691 4,892 201義務的経費 2,514 2,551 2,493 2,539 2,510 ▲ 29投資的経費 809 740 803 722 680 ▲ 42実質収支 （億円） 8 9 23 53 24 ▲ 29経常収支比率（％） 95.1 96.4 95.6 88.3 91.7 8.8

行政改革推進債を発行することなく、財政健全化に向けた取組を強力に推進



県　税　の　推　移

0200
400600
8001,0001,2001,400

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４地方法人特別譲与税創設

（億円）

利子割配当割等法人関係税
その他 1026 1028

産業廃棄物税創設

1055 1107

個人県民税

1013 1036
H23までは決算額、Ｈ24は当初予算額

森林環境税創設

1098 1328

税源移譲（個人県民税）

1259 1050

16

②②②②県税県税県税県税のののの状況状況状況状況

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

平成23年度は、個人所得の減等による個人県民税の減少や地方消費税の

減少など、県税のほとんどの税目で減少したことから、全体で１７億円の減

平成23年度は、個人所得の減等による個人県民税の減少や地方消費税の

減少など、県税のほとんどの税目で減少したことから、全体で１７億円の減



義 務 的 経 費 の 推 移

(1,725)(123) (125) (122) (114) (115) (119) (126) (132) (137) (140)(907) (812) (742) (722) (721) (720) (778) (742) (783)
2,529 2,290 2,213 2,076 2,001 2,034 2,519 2,224 2,448 2,171

(1,613)(1,616)(1,612)(1,612)(1,657)(1,692)(1,698)(1,711)(1,710) (696)

52.1 55.0 53.255.1 49.4 50.5 53.255.653.853.6

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 
その他の経費(公債費)(扶助費)　 　義務的経費(人件費)義務的経費決算額の構成比

（億円） （％）

2,575 2,503
4,937 4,531 億円義務的経費の構成比

2,495

4,943 4,707
2,5362,755 2,647

5,284 4,788 4,610
2,534 2,497

4,504 4,977 4,746
2,458 2,522

17

H23までは決算額、H24は当初予算額

退職手当は引き続き高い水準で推移

定数削減などの継続実施により、義務的経費の増加を抑制

退職手当は引き続き高い水準で推移

定数削減などの継続実施により、義務的経費の増加を抑制

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

③③③③義務的経費義務的経費義務的経費義務的経費のののの状況状況状況状況



普通建設事業費の推移

1,358 1,092 1,034 858 784 727 785 705 637 620

25.7 22.1 21.6 18.6 17.4 16.0 15.8 14.8 12.9 13.1
0

500
1,000
1,500
2,000

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２4 0.05.0
10.015.0
20.025.0
30.035.0普通建設歳出全体に占める割合

（％）（億円）

※　１５～Ｈ２３は決算額、Ｈ２４は当初予算額
18

H11年度(1,712億円)以降、H24年度で、約1,１00億円の減少（▲64％）H11年度(1,712億円)以降、H24年度で、約1,１00億円の減少（▲64％）

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

④④④④普通建設事業普通建設事業普通建設事業普通建設事業のののの状況状況状況状況



52.5% 53.4% 53.7% 53.6% 53.4% 54.8% 57.7% 58.2% 59.2%54.7%

02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,000

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

残高に占める交付税措置額の割合
1,018 1,285 1,503 1,696 1,852 2,036 2,441 2,956 3,314 3,650

22 62 116 136 135 131 158
3,822 3,793 3,798 3,557 3,419 3,232 3,113 3,021 2,779

4,430 4,496 4,1824,2534,2554,4454,4774,396 4,5084,384 2,649
9,223 9,508 9,696 9,783

1,013 1,036 1,055 1,098 1,328 1,259 1,107 1,050 1,026 1,028

9,828 10,64010,47810,36710,1349,860

02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,000

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

（億円） 県　債　残　高　の　推　移

※
※

（H23までは決算額、H24は当初予算額）

県税収入額
・表示単位未満で四捨五入しているため、数値の計と合計が一致しない場合がある。

　　　臨時財政対策債等（全額交付税措置）　※　　　通常債（うち交付税措置分）　※　　　通常債（うち交付税措置以外分）　　　退職手当債(交付税措置無し）

交付税未措置額／県税収入4.3倍 4.3倍 4.2倍 4.1倍 3.4倍 3.6倍 4.1倍 4.2倍 4.3倍 4.2倍

臨時財政対策債等（全額交付税措置）
通常債（交付税措置分）
通常債（交付税措置なし）退職手当債（交付税措置なし）

普通債計　　8,205 8,223 8,193 8,065 7,914 7,708 7,557 7,276 7,033 6,832

19

普通建設事業の抑制に伴い、通常の県債残高については、８年連続減少見込み

普通建設事業の抑制に伴い、通常の県債残高については、８年連続減少見込み

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

⑤⑤⑤⑤県債残高県債残高県債残高県債残高のののの状況状況状況状況



基金残高基金残高基金残高基金残高のののの推移推移推移推移

915 907 884 923 904 995 1,303 1,329 1,294 1,176
0200

400600
8001,0001,200

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

（億円）

※　　Ｈ２３までは決算額　Ｈ２４は当初予算額
20

○極力、基金に依存しない財政運営を実施

○残高は、H24末で1180億円程度

○H21から市場公募債に係る積立ても確実に実施

○極力、基金に依存しない財政運営を実施

○残高は、H24末で1180億円程度

○H21から市場公募債に係る積立ても確実に実施

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

⑥⑥⑥⑥基金残高基金残高基金残高基金残高のののの状況状況状況状況
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○財政状況を示す健全化判断比率の各指標は、いずれも健全な数値

○今年度地方債協議制度の見直しにより、民間資金は全て届出のみ（協議不要）

○引き続き、徹底した行財政改革により、健全財政を維持

○財政状況を示す健全化判断比率の各指標は、いずれも健全な数値

○今年度地方債協議制度の見直しにより、民間資金は全て届出のみ（協議不要）

○引き続き、徹底した行財政改革により、健全財政を維持

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

⑦⑦⑦⑦財政健全化判断指標財政健全化判断指標財政健全化判断指標財政健全化判断指標のののの状況状況状況状況

0.00.00.00.00.20.20.20.20.40.40.40.40.60.60.60.60.80.80.80.81.01.01.01.0

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

早期健全化基準３．７５％ 早期健全化基準８．７５％ 早期健全化基準２５％
早期健全化基準４００％財政再生基準５％ 財政再生基準１５％ 財政再生基準３５％

奈良県数値１１．６％ 奈良県数値２０８．３％奈良県数値黒字のため該当なし 奈良県数値黒字のため該当なし
H2211.5

H22215.8
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○水道事業については、良好な経営状況

○病院事業についても、 ３年連続で経常収支黒字を達成

専門家による経営診断、改善方策等を実施したこと等により改善

一般会計補助金は減額

○水道事業については、良好な経営状況

○病院事業についても、 ３年連続で経常収支黒字を達成

専門家による経営診断、改善方策等を実施したこと等により改善

一般会計補助金は減額

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

⑧⑧⑧⑧公営企業公営企業公営企業公営企業のののの状況状況状況状況

（単位：百万円）H23年度末 資金不足H22年度 H23年度 H22年度 H23年度 借入金残高 比率（％）資産合計 201,533 199,356 総収益 11,097 10,893負債合計 9,002 8,950 総費用 10,603 8,770資本合計 192,531 190,406 純利益・損失 494 2,123資産合計 18,959 19,941 総収益 20,668 20,517負債合計 3,701 3,655 総費用 19,196 20,129資本合計 15,258 16,286 純利益・損失 1,472 388
ＢＳ ＰＬ事業名水道用水供給事業（法適用事業） 58,190 －病院事業（法適用事業） 8,149 －
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○土地開発公社については、保有土地処分により損益赤字発生

住宅供給公社については、賃貸管理事業について、貸倒引当金計上のため当期

損益赤字発生

○医科大学については、経営環境は厳しいが、経営改善を進め、２期連続単年度

黒字を達成

○土地開発公社については、保有土地処分により損益赤字発生

住宅供給公社については、賃貸管理事業について、貸倒引当金計上のため当期

損益赤字発生

○医科大学については、経営環境は厳しいが、経営改善を進め、２期連続単年度

黒字を達成

〔Ⅳ奈良県の財政状況〕

⑨⑨⑨⑨三公社三公社三公社三公社、、、、独立行政法人独立行政法人独立行政法人独立行政法人のののの状況状況状況状況

（単位：億円）
三公社 独立行政法人

土地開発公社 住宅供給公社 道路公社 県立医科大学

ＢＳ

資産の部 100 60 1,115 216

負債の部 59 1 747 126

資本の部 41 59 368 90

ＰＬ

経常損益 ▲ 9 ▲ 2 0 3

当期損益 ▲ 10 ▲ 2 0 3
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ⅤⅤⅤⅤ 奈良県奈良県奈良県奈良県のののの起債運営起債運営起債運営起債運営



第第第第３３３３者機関者機関者機関者機関のののの客観的評価客観的評価客観的評価客観的評価によりによりによりにより、、、、財政状況財政状況財政状況財政状況にににに関関関関するするするする情報情報情報情報をよりをよりをよりをより的確的確的確的確にににに提供提供提供提供

健全健全健全健全なななな財政規律財政規律財政規律財政規律のののの維持維持維持維持

格付投資情報センター（Ｒ&Ｉ）

ＡＡ
（安定的）

［評価内容］

○周遊・通年型観光地として魅力を高

めることで平城遷都1300年祭の効果

を持続できれば、観光による経済基盤

の底上げが期待できる。

○通常の限度以上に発行する行政改革

推進債の発行実績はなく、一方で

1,389億円もの基金残高を確保するな

ど財政運営は堅実。

○昨年度より「新行政経営プログラム」

を推進し、５つの構想案の実現をはじ

め諸課題に対応するため、90項目の

行財政改革に取り組むとしており、引

き続き堅実な行財政運営が行われる

とみる。
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〔Ⅴ奈良県の起債運営〕

①①①①格付格付格付格付けのけのけのけの取得取得取得取得



今後今後今後今後もももも定期的定期的定期的定期的にににに発行発行発行発行 市場市場市場市場でのでのでのでの流通量流通量流通量流通量をををを確保確保確保確保
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平成平成平成平成２４２４２４２４年度奈良県公募債年度奈良県公募債年度奈良県公募債年度奈良県公募債シンジケートシンジケートシンジケートシンジケート団団団団

②②②②今年度今年度今年度今年度のののの起債概要起債概要起債概要起債概要

〔Ⅴ奈良県の起債運営〕

個別発行債 共同発行債

発 行 日 平成２４年１１月３０日（金） 平成２５年１、２、３月

条 件 決 定 日 平成２４年１１月７日（水） 未定

発 行 額 １００億円 ２００億円（合計）

年 限 ５年（満期一括） １０年（満期一括）

構成メンバー シェア 構成メンバー シェア

南都銀行 20 野村證券 10

みずほコーポレート銀行 16 大和証券 10

奈良県農業協同組合 5 SMBC日興證券 8

みずほ銀行 3 みずほ証券 8

奈良中央信用金庫 2
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券

8

大和信用金庫 2 みずほインベスターズ証券 2

奈良信用金庫 2 岡三証券 2

京都銀行 1 証券　計 48

新生銀行 1

銀行　計 52



（（（（おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先））））

奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課奈良県総務部財政課

TEL 0742TEL 0742TEL 0742TEL 0742TEL 0742TEL 0742TEL 0742TEL 0742--------2727272727272727--------83628362836283628362836283628362

FAX 0742FAX 0742FAX 0742FAX 0742FAX 0742FAX 0742FAX 0742FAX 0742--------2323232323232323--------68956895689568956895689568956895

MAIL MAIL zaisei@office.pref.nara.lg.jp

WEB http://WEB http://www.pref.nara.jpwww.pref.nara.jp//

〒〒〒〒〒〒〒〒630630630630630630630630--------8501 8501 8501 8501 8501 8501 8501 8501 奈良市登大路町奈良市登大路町奈良市登大路町奈良市登大路町奈良市登大路町奈良市登大路町奈良市登大路町奈良市登大路町3030303030303030


